
 

 

  

 

 

 

 

 

６月２日。雨模様の続く肌寒い毎日でしたが、当日は風も弱く穏 

やかな天候のもと、礼文高校周辺の環境美化を目的としたクリーン 

＆グリーン作戦を実施しました。 

クリーン班は学校周辺の赤岩・内路地区のごみ拾い、バス停、ごみ 

ステーションの掃除を。グリーン班は寄贈された人権の花の苗を校舎前庭の花壇やプランターに植える作業を行い

ました。この行事を通して、ごみのない良い環境の中、礼高生は花に心を癒やされながら学校生活を過ごすことが

できます。１０月まで全校生徒で水やり・草取りなどの手入れをして美しい環境で学習や行事に励みます。 

 

 

礼文町海外交流事業は新型コロナウイルス感染症の影響で２年間中断して 

いますが、今年度は９月に１年生、１１月に２年生が渡米を予定しています。 

それに先がけて５月２４日（火）にオンラインでミーティングを行いました。 

この事業のスーパーバイザーである阿岸明子様をはじめ、ホストファミリ 

ーのボガートご夫妻、姉妹校であるジョン・ミュアー・ミドルスクールの校 

長先生やテッド先生と生徒のみなさんと１時間ほど交流をしました。 

 ボガートご夫妻はドローンで撮影したロサンゼルスの風景などの紹介、ジョン・ミュアー校ではライブで学校内

の案内をしてくださいました。これから訪れる礼高生のために「安心して来てほしい。待っています。」とメッセ

ージをくださいました。 

 

 

６月１６・１７日、３年生１８名が礼文島内の１０カ所の事業所において職場体験実 

習を行いました。各々が自分の進路を見据え、「働くとはどういうことか」、「社会に 

出るとはどういうことか」の一端を学ぶために、体験活動を行わせていただきました。 

 生徒からは、「希望している職種なので、将来が具体的になった」、「普段何気なく 

ある仕事の大切さがわかった」、「事業所の方が丁寧に指導してくれ、充実した体験に 

なった」といった感想が挙げられました。 

 ３年生は、来春に礼文高校を巣立ち、それぞれのフィールドで活躍することとなりま 

す。その準備の一助をしていただいた各事業所の皆様や地域の皆様に深く感謝いたします。 
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７月行事予定 

5日（火） 性に関する保健指導 ～7日（木） 

7日（木） 遠隔対面授業 

17日（日） 第４５回礼高祭 

19日（火） 学校祭振替休日 

27日（水） 夏季休業前全校集会 

28日（木） 夏期進学講習 ～8/1（月） 

 

６月４日（土）、「２０２２最北フラワーマラソン」に、生徒

５名（３年生１名、２年生２名、１年生２名）と教職員５名が参

加しました。残念ながら、中間考査の 

３日前で参加数は少なかったですが、 

生徒たちは低温と強風をものともせ 

ず楽しく走りきりました。 



 

 バドミントン部 支部大会  

 ５月１３日（金）～１５日（日）、稚内市において「令和４年度高体連名寄 

支部バドミントン選手権大会兼第７４回北海道高等学校バドミントン選手権大 

会名寄支部予選」が行われました。 

今回は３年生が最後の大会となる大会でした。結果は必ずしも望んだものと 

はなりませんでしたが、努力の成果が試合の随所に見られました。加えて、感 

染症による大会中止などさまざまな経験を通し、育んだ力を今後の生活でも発揮できることを期待しています。 

 

〈男子団体戦〉 ２回戦 礼文 ０－３ 士別翔雲  〈女子団体戦〉 １回戦 礼文 ０－３ 利尻 

  

〈男子ダブルス〉   〈女子ダブルス〉      〈男子シングルス〉    〈女子シングルス〉 

太田・松友 １回戦  佐々木・木戸 ２回戦（ベスト８） 松友   ３回戦（ベスト１６）  佐々木  ３回戦（ベスト８） 

佐藤・柳谷 １回戦  小田桐・下田 棄権      太田   ３回戦（ベスト１６） 木戸   ３回戦（ベスト８） 

新元・渡辺 １回戦                 佐藤   ２回戦     下田    ２回戦 

 

 書道部 支部錬成会  

６月１０日（金）～１１日（土）、稚内市で行われた高文連道北支部書道研究大会 

に参加しました。練成会が開かれた本大会では、稚内高校と礼文高校の総勢１７名の 

生徒が集い、交流活動の中で各自の書への関心や作品の習熟度の向上を図りました。 

本校生徒も、稚内高校の伊藤聴光先生より多数のご助言をいただき、９月に行われる 

高文連道北支部書道展に向けた指針を固める良い機会となりました。〆切まで残り一 

ヶ月ほどですが、一人でも多く全道大会に進出できるよう、作品の練度向上に取り組んでいきます。 

 

 

 卓球部 全道大会  

「第７７回国民体育大会北海道予選会」（６月３日（金）～５日（日）江別市） 

 

 

〈男子シングルス〉 

薮谷  １回戦敗退 

山内  １回戦敗退 

角谷  １回戦敗退 

 

 

 放送局 全道大会  

第６９回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト北海道大会が６月１４日（火）から 

千歳市で行われ、支部大会で入賞した以下の２作品が参加しました。残念ながら全 

道大会では入賞とはなりませんでしたが、３年生にとって初めての集合形式での大 

会となり、これからの作品制作に役立つ多くのことを学んで帰ってきました。 

＜朗読部門＞     「あのころ」     掃部          入賞ならず 

＜ﾋﾞﾃﾞｵﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ部門＞ 「あつもんなにもん」 小林 田村 若松    入賞ならず 

「国民体育大会北海道予選を終えて」          主将 薮谷 賢信 

 国民体育大会北海道予選会に出場してきました。結果は、全員１回戦敗退となりまし

た。宗谷管内では３位という成績をとれても、全道大会では自分たちよりも強い選手が

たくさんいました。そして、全道という壁はとても高いということを痛感しました。  

今大会が私とっての引退試合でしたが、最後の大会がこのような結果なのはとても悔

しかったです。しかし、３年間選手として、とても充実した３年間でした。みなさま応

援ありがとうございました。今後も礼文高校卓球部の応援をよろしくお願いします。 


